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平
成　

年
度
の
恵
那
市
の
予
算
が
決
ま

１９

り
ま
し
た
。

　

人
件
費
の
抑
制
、
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
経
費
の
削
減
、
事
務
事
業
の
経
常
経

費
な
ど
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
源

を
確
保
し
、
総
合
計
画
の
６
つ
の
基
本
目

標
に
沿
っ
て
各
種
事
業
を
計
画
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
市
税
で
税
源

移
譲
や
定
率
減
税
の
廃
止
の
税
制
改
革
な

ど
で
約
６
億
６
千
万
円
増
額
と
な
る
一
方

で
地
方
交
付
税
が
２
億
円
の
減
額
、
税
源

移
譲
の
経
過
措
置
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い

た
所
得
譲
与
税
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
地

方
譲
与
税
が
約
４
億
２
千
万
円
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
更
新

事
業
、（
仮
称
）
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
、
武
並
保
育
園
建
設
事
業
な
ど
の
工

事
着
手
に
よ
る
増
額
が
あ
る
ほ
か
、
将
来

の
義
務
的
経
費
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
高

利
率
の
市
債
を
繰
上
償
還
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
一
般
会
計
で
は
、

昨
年
度
よ
り
若
干
伸
び
た
予
算
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
表
の
と
お
り
で
す
が
、

交
通
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
は
民
間
に

同
等
の
制
度
が
あ
る
た
め
行
財
政
改
革
行

動
計
画
に
よ
り
廃
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
額
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
や

老
人
保
健
医
療
、
簡
易
水
道
事
業
が
増

え
、
ま
た
公
共
下
水
道
事
業
は
特
環
竹
折

処
理
区
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
完
成
な
ど
に

よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
会
計

で
は
、
病
院
事
業
の
改
修
工
事
費
な
ど
が

減
と
な
り
３
・
０�
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
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総
合
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
２
年
目
と
な
る
平
成　

年
度
予
算
は
、
発
展

１９

に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
の
年
と
し
て
、
行
財
政
改
革
に
よ
り
生
み
出
し
た
財
源
を
総
合

計
画
な
ど
の
各
事
業
の
着
実
な
実
施
に
充
て
、
一
般
会
計
が
２
７
７
億
９
千
万
円

（
前
年
度
比
２
・
１
㌫
増
）、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
合
計
で
は
、
５
２
７
億
３
９

９
０
万
円
（
前
年
度
比
０
・
８
㌫
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ　

財
務
課
財
政
係�
２
６
―
２
１
１
１（
内
線
３
５
２
）

総
額
は
約
５
２
７
億
円
、

前
年
度
比
０
・
８
％
の
増
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□平成１９年度会計別予算額
増減率平成1８ 年度平成１９年度当初予算の内訳
２．１％２７２億１,０００万円２７７億９,０００万円一般会計
０．２％1９０億７,６９０万円1９１億２,２６０万円特別会計
４．５％５５億３,４２０万円５７億８,１４０万円　老人保健医療特別会計
６．８％４７億８,０６０万円５１億０,６６０万円　国民健康保険特別会計（事業）
△６．５％７億３,６１０万円６億８,７９０万円　国民健康保険特別会計（施設）
△３．９％３９億６,９９０万円３８億１,６８０万円　介護保険特別会計
△２２．２％２３億２,８８０万円１８億１,２５０万円　公共下水道事業特別会計
１２．９％１４億０,８６０万円１５億９,０７０万円　簡易水道事業特別会計
１４．２％２億３,1８０万円２億６,４８０万円　農業集落排水事業特別会計
△８．５％６,５９０万円６,０３０万円　駐車場事業特別会計
皆減１,９１０万円会計の廃止　交通災害共済事業特別会計

△１４．３％1４０万円１２０万円　上財産区特別会計
△２０．０％５０万円４０万円　遠山財産区特別会計
△３．０％６０億０,８９０万円５８億２,７３０万円企業会計
０．８％３７億１,９７０万円３７億４,８４０万円収益的支出

　病院事業会計
△５５．３％３億６,９７０万円１億６,５２０万円資本的支出
△０．７％９億０,０００万円８億９,３４０万円収益的支出

　水道事業会計
△２．６％５億６,２６０万円５億４,８１０万円資本的支出
３．４％４億２,５７７万円４億４,０１０万円収益的支出介護老人保健

施設事業会計 ３．１％３,１１３万円３,２１０万円資本的支出
０．８％５２２億９,５８０万円５２７億３,９９０万円予算総額

【
一
般
会
計
（
歳
入
）】

　

市
税
収
入
や
分
担
金
・
負
担
金
、
使
用

料
や
手
数
料
ま
た
繰
入
金
な
ど
を
合
わ
せ

た
自
主
財
源
は　

・
１�
、
地
方
交
付
税

４０

や
地
方
債
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財

源
は
、　

・
９�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５９

　

市
税
収
入
が
税
源
移
譲
な
ど
の
影
響
で

大
幅
に
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
債

（
市
の
借
金
）
は
、
防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

更
新
事
業
、（
仮
称
）
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
、
武
並
保
育
園
建
設
事
業
の
工

事
着
手
や
継
続
事
業
で
あ
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事

業
な
ど
の
総
合
計
画
の
各
種
事
業
を
積
極

的
に
実
施
す
る
た
め
に
総
額
で
約
３
８
億

５
千
万
円
と
昨
年
よ
り
４
億
５
千
万
円
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
総
額
を
賄
う
財
源
が
確
保
で
き
な

い
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
１
１
億
９

千
万
円
繰
り
入
れ
る
予
算
と
し
て
い
ま

す
。

【
一
般
会
計
（
目
的
別
歳
出
）】

　

民
生
費
で
は
、
武
並
保
育
園
建
設
、
児

童
手
当
の
制
度
改
正
な
ど
で
約
４
億
８
千

万
円
の
増
、
教
育
費
で
は
、
中
野
方
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
、
恵
那
文
化

セ
ン
タ
ー
改
修
な
ど
で
約
４
億
２
千
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
借
金
の
返
済
で
あ

る
「
公
債
費
」
は
約
３
億
６
千
万
円
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
約
２
億
４
千

万
円
は
市
債
の
一
部
を
一
括
返
済
（
繰
上

償
還
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
財
政

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
美
濃
東
部
区
域

農
用
地
総
合
整
備
事
業
な
ど
で
約
３
億
６

千
万
円
の
減
。
総
務
費
で
は
、
防
災
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
更
新
な
ど
の
事
業
を
実
施
し

ま
す
が
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
運
営
費
の
減
、
庁
舎

の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
の
完
了
に
よ
り
総

務
費
全
体
で
は
約
１
億
８
千
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※企業会計の予算規模は、収益的収支・資本的収支とも歳出予算規模とし
ています。

情
報
・
生
活
基
盤
を
固
め
、

借
金
の
一
括
償
還
も
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※市民１人当たりの額は１月１日現在の住民基
本台帳および外国人登録の人口、５６,９３０人で計
算しています。

■一般会計の性質別予算額 【
一
般
会
計
（
性
質
別
歳
出
）】

　

人
件
費
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
、
岐
阜

県
議
会
議
員
選
挙
、
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
に
係
る
人
件
費
が
増
額
と
な
り
ま
し
た

が
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
職
員
の
削
減
な

ど
で
約
７
千
９
百
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
扶
助
費
で
は
、
児
童
手
当
が
０
歳

か
ら
３
歳
ま
で
の
支
給
金
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
な
ど
で
約
４
千

５
百
万
円
増
額
し
た
ほ
か
、
公
債
費
（
借

金
の
返
済
）
は
繰
上
償
還
、
元
金
償
還
が

始
ま
っ
た
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
で
約
３

億
３
千
万
円
増
額
と
な
り
、
義
務
的
な
支

出
は
昨
年
度
よ
り
増
え
、
支
出
全
体
の

　

・
２�
を
占
め
て
い
ま
す
。

４２
　

投
資
的
経
費
の
う
ち
普
通
建
設
事
業

は
、
庁
舎
耐
震
補
強
事
業
や
美
濃
東
部
農

用
地
総
合
整
備
事
業
な
ど
で
昨
年
よ
り
約

１
億
７
千
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た

が
、
林
道
大
沢
線
の
災
害
復
旧
費
が
新
た

に
増
額
さ
れ
、
総
額
で
約
５
６
億
６
千
９

百
万
円
と
な
り
昨
年
よ
り
微
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
経
費
の
う
ち
物
件
費
で

は
、
道
路
台
帳
の
統
合
事
業
が
新
た
に
増

額
に
な
り
ま
し
た
が
、
県
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ

地
図
デ
ー
タ
整
備
事
業
の
完
了
、
事
務
事

業
の
経
常
経
費
で
削
減
の
効
果
が
あ
り
、

約
１
億
１
千
万
円
の
削
減
を
行
っ
て
い
ま

す
。
繰
出
金
で
は
農
業
集
落
排
水
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
な
ど
で
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

＜年間の収入額が約４８万８千円。これを１カ月の家計と考えると＞

□収入
１人当たり
収入額　対応する予算項目　　項　　　　　　目

１２４,２６９円市税毎月の決まった収入

１６８,８２３円交付税、譲与税など親からの仕送り(※)

７１,６７６円分負担金、使用料、手数
料、国・県支出金事業収入

４３,１２８円繰入金、繰越金貯金の取り崩し、先月の繰越

１２,６２９円財産収入、諸収入などその他

６７,６１８円市債借入金

４８８,１４３円　　合　　　　　　計

【市民一人当たりの年間額を家計に例えると】

□支出
１人当たり
支出額　対応する性質別予算項目　　項　　　　　　目

３０４,２９５円人件費、物件費など下記以外家計費

９９,５８９円投資的経費施設建設費

７５,８１０円公債費ローンの返済

８,４４９円積立金、予備費その他

４８８,１４３円　　合　　　　　　計

市民１人当たりの額
使われる金額納める市税の額
民生費

９9,１78 円

固定資産税

５9,737円

総務費

８5,821 円

市民税

51,207円

公債費

75,811円

市たばこ税

６,063円

衛生費

５６,030 円

都市計画税

４,509円

土木費

49,759  円

軽自動車税

１,962円

その他
１2１,544円

その他
791円

合計
４88,143 円

合計
１24,269円

※地方交付税などは本来地方自治体の固有の財源ですが、国か
ら交付されますので、親からの仕送りと表現しています。
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予算額事業の名称
３,１００万円こども元気プラザの整備（新規）

２億７,５９２万円武並保育園建設
１億６,６３１万円乳幼児等医療費助成の拡充

２６０万円不妊治療費の助成
３５０万円高齢者等火災警報機設置補助（新規）
９５５万円地域子育て支援センターの運営

５億３,７７６万円障害者地域生活支援・自立支援給付
３,１４０万円高規格救急車の導入（新規）
２０５万円つどいの広場事業

�������	
�

予算額事業の名称
２億２,３２１万円（仮称）消防防災センター建設
２億３,３００万円防災無線のデジタル化更新
１億６,１６０万円上水道整備（笠置町、東野、武並町ほか）
６億９,０９２万円簡易水道整備（笠置町、三郷町、上矢作町ほか）
２億２,６２８万円公共下水道整備（大井町、長島町）
３億７,６９４万円特定環境保全公共下水道（竹折、明智、上矢作ほか）
１億１,８８４万円合併処理浄化槽設置補助（１８０基）
６,５１０万円一般廃棄物最終処分場建設（調査、測量）
３２８万円「環境基本計画」行動計画検討、環境フェア開催（新規）
８８０万円地震ハザードマップ作成（新規）
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新
年
度
の
主
な
事
業

新
年
度
の
主
な
事
業

　

図
書
館
跡
施
設
を
活
用
し
、
少
子
化
対

策
の
中
核
と
し
て
子
育
て
支
援
の
機
能
を

集
め
る
た
め
の
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
整
備

や
武
並
保
育
園
と
藤
へ
き
地
保
育
園
を
統

合
し
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併

設
し
た
武
並
保
育
園
建
設
な
ど
の
子
育
て

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
要

援
護
世
帯
を
対
象
に
火
災
警
報
器
購
入
に

か
か
る
補
助
金
制
度
の
創
設
、
不
妊
治
療

費
の
助
成
、
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
、
障

害
者
地
域
生
活
支
援
・
自
立
支
援
給
付
な

ど
福
祉
、
健
康
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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（
仮
称
）消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
や
防

災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
消
防
防
災
関

係
設
備
の
統
一
を
図
り
ま
す
。
ま
た
上
水

道
、
簡
易
水
道
、
公
共
下
水
道
、
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
補
助
な
ど
の
環
境
に
か
か
る
整
備
を

行
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
策
定
し
た
環
境
基
本
計

１８

画
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、

行
動
計
画
を
策
定
し
施
策
を
具
現
化
し
ま

す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
環
境
フ
ェ
ア
を
開

催
し
、
環
境
基
本
計
画
を
広
く
皆
さ
ん
に

公
表
し
、
環
境
に
対
す
る
意
識
高
揚
を
図

る
な
ど
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
事
業
を
進
め
ま
す
。
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▲

新
し
く
建
設
さ
れ
る
（
仮
称
）
消
防
防
災

　

セ
ン
タ
ー
完
成
イ
メ
ー
ジ
（
大
井
町
）

▲

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

　

る
元
市
図
書
館
（
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
隣
）
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予算額事業の名称
６億８,３００万円ケーブルテレビ施設の整備
５億２,１８９万円告知放送受信機設置
９,６００万円大崎土地区画整理事業

１億２,７８１万円国道１９号恵中拡幅
４,４４０万円武並駅南口整備（新規） 

�������	
�

予算額事業の名称

１００万円第３期恵那テクノパーク（工業団地整備）推
進（新規）

１,２０８万円農地・水・環境保全向上対策（新規）
７８６万円企業誘致活動の推進
４３３万円恵那栗栽培振興（新規）
２００万円日本百名城スタンプラリー（新規） 
８７０万円大正１００周年記念事業（新規）
１,７２９万円農村活性化住環境整備（飯地町）

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
、
告
知
放

送
受
信
機
の
設
置
事
業
は
、
市
の
情
報
お

よ
び
防
災
情
報
な
ど
を
全
市
の
各
戸
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
引
き
続
き

事
業
を
行
い
ま
す
。

　

国
道　

号
恵
中
拡
幅
の
事
業
に
併
せ
、

１９

関
連
市
道
の
測
量
設
計
な
ど
を
行
い
、
拡

幅
が
完
了
し
た
時
に
生
活
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
計
画
的
に
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
武
並
駅
の
南
口
に
駅
舎
、
昇
降
設

備
、
広
場
な
ど
を
整
備
し
、
通
勤
・
通
学

な
ど
の
利
便
性
を
向
上
す
る
こ
と
に
よ

り
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
便
利
な
ま
ち
を
推

進
し
ま
す
。

　

交
流
人
口
を
拡
大
す
る
た
め
の
観
光
物

産
展
、
観
光
大
使
活
用
な
ど
の
観
光
Ｐ
Ｒ

事
業
、
日
本
百
名
城
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事

業
、
大
正
１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
展
開

し
ま
す
。
ま
た
恵
那
ブ
ラ
ン
ド
の
認
定
も

引
き
続
き
行
い
、
市
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。
こ
れ
に
関
連
し
、
恵
那
栗
の
栽
培
振

興
も
推
進
し
ま
す
。

　

安
定
し
た
就
業
の
場
を
確
保
す
る
た

め
、
岐
阜
県
土
地
開
発
公
社
と
共
同
で
第

３
期
恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
の
開
発
の
計
画

を
し
、
企
業
誘
致
活
動
も
積
極
的
に
行
う

予
定
で
す
。
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▲

出
入
り
口
な
ど
が
整
備
さ
れ
る
武
並
駅
南
側

▲

就
業
の
場
を
確
保
す
る
た
め
拡
張
が
計
画

　

さ
れ
る
恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
（
武
並
町
）

7　2007.4.1
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予算額事業の名称
２億４,１３０万円恵那文化センター大規模改修
８,２８４万円恵那市中央図書館運営（新規）

３億２,８５４万円中野方コミュニティセンター建設
４,３４６万円岩村城下まちなみ保存
９６１万円読書活動推進（小中学校図書購入）（新規）
１,２４０万円山岡小学校校舎改築（基本設計）
２,００７万円少人数指導教育推進（小学校支援員配置）
２７２万円子ども教室推進
２００万円総合型地域スポーツクラブ推進

３億１,８３０万円大井第二小学校校舎耐震補強（Ｈ1８年度繰越）
１,１９１万円恵那西中学校屋内運動場耐震補強（Ｈ1８年度繰越）

�������	
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予算額事業の名称
３億５,０００万円地域づくり事業　基金積立
１億０,０００万円地域自治区地域づくり推進

５５０万円市ホームページの改善（新規）
１２８万円男女共同参画プランの推進
１,０７３万円市民との協働・まちづくり市民活動推進
７４９万円国際交流推進

－恵那市行財政改革の推進

平
成　

年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
地

１８

域
自
治
区
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
は
、
引

き
続
き
地
域
の
発
展
の
た
め
、
補
助
金
の

交
付
を
行
い
ま
す
。
ま
た
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
研
修
な
ど
を
実
施
し
、
市

民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
市
内
外
の
利
用
者

に
分
か
り
や
す
く
、
常
に
新
し
い
情
報
を

提
供
す
る
た
め
に
改
善
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

１８

を
策
定
し
た
こ
と
か
ら
、
策
定
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

の
内
容
を
幅
広
く
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

家
庭
生
活
や
地
域
に
お
け
る
悩
み
を
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設

置
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
健
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
中
央
図
書
館
の
開
館
（
７
月
７
日
予

定
）
に
併
せ
、
地
区
公
民
館
、
学
校
図
書

館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
よ
り

利
用
し
や
す
い
図
書
館
の
環
境
を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
小
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
数

の
図
書
を
各
学
校
に
購
入
し
、
読
書
に
対

す
る
関
心
を
育
み
、
人
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

安
全
な
教
育
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、

大
井
第
二
小
学
校
耐
震
補
強
工
事
、
大
規

模
改
修
、
恵
那
西
中
学
校
屋
内
運
動
場
の

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
山
岡
小
学
校

で
は
校
舎
改
築
事
業
の
基
本
設
計
を
行
い

ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

の
大
規
模
改
修
、
中
野
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
を
整
備
し
ま
す
。
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▲

耐
震
補
強
を
す
る
大
井
第
二
小
学
校
校
舎

　
（
大
井
町
）

▲

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
事
業
を 

　

推
進
（
答
申
を
受
け
る
市
長
）


